
鋳
造
工
程
の﹁
押
湯
切
断
﹂効
率
化

自
動
ロ
ボ

ト
を
開
発
・
導
入

脱
炭
素
化
へ
水
素
系
ガ
ス
に
転
換

日本鋳造
　
日
本
鋳
造
︵
社
長
・
鷲

尾
勝
氏
︶
は

日

鋳
造

工
程
の
一
つ
で
あ
る
押
湯

切
断
工
程
に
お
い
て

新

た
に
水
素

エ
チ
レ
ン
混

合
ガ
ス
バ

ナ

を
備
え

た
自
動
押
湯
切
断
ロ
ボ


ト
を
開
発
し

川
崎
工
場

に
導
入
し
た
と
発
表
し

た

熟
練
工
の
経
験
と
知

見
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
し
た

ロ
ボ
テ

ク
ス
技
術
を
導

入
し

熟
練
工
以
上
の
効

率
と
寸
法
精
度
の
切
断
を

可
能
に
す
る
と
と
も
に


従
来
の
都
市
ガ
ス
を
用
い

た
押
湯
切
断
方
式
に
対
し

Ｃ
Ｏ

排
出
量
を

％
以

上
削
減
で
き
る
水
素

エ

チ
レ
ン
混
合
ガ
ス
バ

ナ


を
適
用
し

自
動
ロ
ボ


ト
の
実
機
化
に
成
功
し

た

切
断
面
が
平
坦
で
ガ

ウ
ジ
ン
グ
工
程
を
省
略
で

き
る
こ
と
も
あ
り

押
湯

切
断
工
程
の
生
産
効
率
は

従
来
方
式
よ
り
数
倍
に
高

ま
る


　
一
般
的
に
鋳
造
工
程
は

①
鋳
造
方
案
の
作
成
②
砂

枠
製
作
③
溶
解
・
製
錬
④

鋳
造
︵
鋳
込
み
︶
⑤
押
湯

切
断
⑥
溶
接
補
修
⑦
機
械

加
工
⑧
熱
処
理
⑨
品
質
検

査
の
順
で
進
行
す
る

押

湯
は

鋳
込
み
後
の
冷
却

・
凝
固
時
に
鋳
物
全
体
が

収
縮
し
た
り
内
部
に
空
隙

が
生
じ
た
り
す
る
の
を
防

ぐ
た
め
に

余
分
に
溶
融

金
属
を
注
入
し
て
で
き
る

湯
だ
ま
り
を
指
す

鋳
物

の
製
造
に
は
必
要
だ
が
製

品
に
は
不
要
な
た
め

冷

却
・
凝
固
後
に
切
り
取
る

必
要
が
あ
る


　
従
来
の
押
湯
切
断
方
式

で
は

①
人
的
作
業
の
負

荷
が
多
く
熟
練
工
の
経
験

に
頼
り
が
ち
②
リ

ド
タ

イ
ム
が
長
い
③
都
市

ガ
ス
を
活
用
し
て
お

り
環
境
負
荷
・
エ
ネ

ル
ギ

負
荷
が
高
い


な
ど
の
課
題
が
あ


た

水
素

エ
チ

レ
ン
混
合
ガ
ス
バ


ナ

を
備
え
た
自
動

押
湯
切
断
ロ
ボ

ト

を
実
機
化
す
る
こ
と

で

こ
れ
ら
の
課
題

を
克
服
し
た

水
素


エ
チ
レ
ン
混
合
ガ

ス
バ

ナ

は
輻
射
熱
が

少
な
く

部
分
的
に
切
断

に
必
要
な
熱
量
が
増
加
す

る
た
め
高
速
で
平
坦
な
切

断
が
可
能
で
あ
り

切
断

後
に
表
面
の
段
差
を
平
坦

化
す
る
ガ
ウ
ジ
ン
グ
工
程

が
不
要
に
な
り

こ
の
工

程
省
略
化
も
生
産
効
率
向

上
に
寄
与
す
る


　
主
な
設
備
構
成
は

ロ

ボ

ト
１
台
と
製
品
台
２

台

一
つ
の
製
品
台
で
作

業
を
し
な
が
ら
別
の
製
品

台
で
段
取
り
作
業
を
行
え

る

実
機
化
に
成
功
す
る

ま
で
の
開
発
期
間
は
約
２

年
間
で

７
月

日
に
稼

働
式
を
行
い

そ
の
後
も

順
調
に
稼
働
し
て
い
る

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